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多
目
的
複
合
施
設

問
　
真
壁
地
区
多
目
的
複
合
施
設
︵
多

目
的
ホ
ー
ル
︶
建
築
工
事
請
負
契
約
に

つ
い
て
伺
う
。
こ
の
入
札
に
関
し
て
、
四

常
任
委
員
会
終
了
後
、
市
長
は
最
低
制

限
価
格
八
四
・
四
四
％
に
つ
い
て
﹁
も
う

少
し
下
げ
た
か
っ
た
﹂と
述
べ
た
が
、
そ

の
真
意
は
。

　
ま
た
、
低
入
札
価
格
調
査
制
度
に
つ

い
て
は
ご
存
知
か
。

答
　
現
在
の
景
気
、
県
の
意
向
等
を
考

え
、
最
低
制
限
価
格
制
度
を
採
用
し
、
価

格
も
あ
る
程
度
抑
え
ま
し
た
。

　
低
入
札
価
格
調
査
制
度
に
つ
い
て
は
、

詳
し
い
こ
と
は
存
じ
上
げ
て
お
り
ま
せ

ん
。

問
　
最
低
制
限
価
格
制
度
、
あ
る
い
は
、

低
入
札
価
格
調
査
制
度
の
内
容
は
。
ま

た
、
採
用
に
関
す
る
国
、
県
か
ら
の
指
導

の
通
知
時
期
に
つ
い
て
も
伺
う
。

答
　
通
常
公
共
工
事
の
場
合
、
ダ
ン
ピ

印があるものは内容を掲載しています。

主 

な 

質 

疑

同
意

可
決

可
決

可
決

決
定

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

・
奥
村
　
茂
氏
　
富
士
見
台

・
石
川
　
稔
氏
　
真
壁
町
亀
熊

桜
川
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
厳
し
い
経
済
・
雇
用
情
勢
が
民
間
給
与
に
反

映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
職
員
給
与

を
社
会
一
般
情
勢
に
適
用
さ
せ
る
た
め
、
県

人
事
委
員
会
等
の
勧
告
に
基
づ
き
改
正
す
る

も
の
で
す
。

桜
川
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に

旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
及

び
桜
川
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
特
別
職
、
教
育
長
と
も
十
二
月
期
末
手
当
を

〇
・
一
月
、
六
月
期
末
手
当
を
〇
・
一
五
月

そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

真
壁
地
区
多
目
的
複
合
施
設
建
築
工
事

請
負
契
約
に
つ
い
て

▼
真
壁
地
区
多
目
的
複
合
施
設
建
築
工
事
に
伴

い
、
七
社
に
よ
る
条
件
つ
き
一
般
競
争
入
札

を
行
っ
た
結
果
、
契
約
金
額
一
四
億
六
、
四

七
五
万
円
で
落
札
し
た
五
洋
建
設
株
式
会
社

茨
城
営
業
所
と
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た

め
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

桜
川
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補

充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

・
若
林
正
美
氏
　
岩
瀬

・
成
田
三
郎
氏
　
大
曽
根

・
嶋
田
一
郎
氏
　
松
田

・
高
橋
一
雄
氏
　
真
壁
町
真
壁

・
板
屋
越
清
美
氏
　
池
亀
︵
補
充
員
︶

・
泉
　
孝
子
氏
　
真
壁
町
羽
鳥
︵
補
充
員
︶

・
高
庭
好
一
氏
　
大
国
玉
︵
補
充
員
︶

・
市
村
多
規
氏
　
真
壁
町
下
谷
貝︵
補
充
員
︶

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

・
大
関
　
浩
氏
　
西
小
塙

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

・
太
田
　
徹
氏
　
大
国
玉

桜
川
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
条
文
に
﹁
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
委
員
の
報
酬
額
を
日
額
三
、

〇
〇
〇
円
及
び
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
推
進

協
議
会
の
識
見
を
有
す
る
委
員
の
報
酬
額
を

日
額
六
、
〇
〇
〇
円
、
委
員
の
日
額
三
、
〇

〇
〇
円
﹂
を
加
え
る
も
の
で
す
。

桜
川
市
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

▼
樺
穂
子
育
て
ク
ラ
ブ
設
置
に
伴
い
、
条
文
に

﹁
樺
穂
子
育
て
ク
ラ
ブ
　
桜
川
市
真
壁
町
長
岡

四
三
七
番
地
　
樺
穂
小
学
校
内
　
附
則
　
こ

の
条
例
は
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
﹂
を
加
え
る
も
の
で
す
。

桜
川
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

▼
介
護
保
険
料
の
延
滞
金
に
つ
い
て
、
納
期
限

か
ら
一
ヵ
月
ま
で
の
割
合
を
現
行
の
七
・
三

％
か
ら
特
例
基
準
割
合
に
改
定
す
る
も
の
で
、

平
成
二
十
一
年
度
中
の
特
例
基
準
割
合
は

四
・
五
％
に
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度
桜
川
市
補
正
予
算

・
一
般
会
計
︵
第
三
号
︶

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
︵
第
二
号
︶

・
介
護
保
険
特
別
会
計
︵
第
二
号
︶

・
水
道
事
業
会
計
︵
第
一
号
︶

同
意

同
意

可
決

可
決

可
決

可
決

ン
グ
防
止
の
た
め
最
低
制
限
価
格
を
決

め
、
入
札
時
に
建
設
会
社
が
こ
の
価
格

未
満
の
入
札
価
格
の
場
合
、
失
格
に
な

り
ま
す
。

　
低
入
札
価
格
調
査
制
度
は
、
最
低
制

限
価
格
の
よ
う
な
調
査
価
格
を
決
定
す

る
も
の
で
す
が
、
こ
の
価
格
を
下
回
っ

て
も
一
概
に
失
格
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
通
知
時
期
は
、
平
成
二
十
一
年
五
月

十
五
日
に
、
国
土
交
通
省
建
設
流
通
政

務
審
議
官
か
ら
県
や
市
に
本
要
請
が
あ

り
ま
し
た
。

　
な
お
、
事
務
連
絡
と
し
て
平
成
二
十

年
八
月
二
十
七
日
に
、
土
木
部
か
ら
も

同
じ
内
容
の
も
の
が
届
い
て
い
ま
す
。

問
　
身
の
丈
に
合
っ
た
多
目
的
ホ
ー
ル

を
。
ま
た
付
帯
工
事
、
備
品
等
を
含
め
た

経
費
節
減
を
願
う
。

答
　
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
補
助
金
等

を
有
効
利
用
し
、
一
般
財
源
の
支
出
を

抑
え
る
と
同
時
に
、
工
事
に
お
い
て
も

経
費
増
嵩
の
な
い
よ
う
監
視
し
た
い
。

問
　
多
目
的
ホ
ー
ル
の
入
札
で
談
合
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

責
任
を
と
る
の
か
。

答
　
談
合
は
あ
り
ま
せ
ん
。
︵
市
長
︶

ま
っ
た
く
失
礼
な
話
で
す
。
︵
副
市
長
︶

談
合
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。︵
教
育
長
︶

問
　
多
目
的
ホ
ー
ル
の
本
体
工
事
、
外

構
工
事
を
含
め
た
金
額
は
。

答
　
落
札
金
額
は
一
四
億
六
、
四
七
五

万
円
で
す
。
財
源
の
内
訳
は
、
国
庫
補
助

金
が
四
億
八
、
八
二
五
万
円
、
県
補
助
金

が
六
、
九
五
〇
万
円
、
残
り
が
合
併
特
例

債
分
で
八
億
六
、
一
六
四
万
円
で
す
。

問
　
入
札
の
や
り
直
し
と
な
っ
た
場
合
、

補
助
金
等
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
厳
し
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

問
　
設
計
の
変
更
は
あ
る
の
か
。

答
　
設
計
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

問
　
実
際
の
契
約
工
期
は
い
つ
ま
で
か
。

答
　
工
期
に
つ
い
て
は
、
契
約
締
結
の
翌

日
か
ら
平
成
二
十
三
年
一
月
末
日
ま
で
で

す
。
外
構
工
事
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

地
域
医
療

問
　
地
域
医
療
再
生
基
金
事
業
と
は
、

ど
ん
な
事
業
か
。

答
　
こ
の
事
業
は
、
地
域
の
医
師
の
確

保
、
医
療
機
能
の
強
化
な
ど
の
取
り
組

み
で
、
県
が
策
定
す
る
地
域
医
療
再
生

計
画
に
基
づ
き
基
金
を
活
用
し
て
事
業

を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
県
か
ら
筑
西
、
下
妻
医
療
圏
内
で
二
五

億
円
の
事
業
の
内
示
を
受
け
て
い
ま
す
。

問
　
産
婦
人
科
の
医
師
の
確
保
を
お
願

い
し
た
い
。

答
　
大
学
と
の
連
携
等
を
し
っ
か
り
と

り
な
が
ら
、
医
師
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
県
西
総
合
病
院
で
は
順
調

に
医
師
確
保
が
推
移
し
て
い
ま
す
。

太
陽
光
発
電

問
　
太
陽
光
発
電
導
入
の
試
算
に
つ
い

て
、
詳
し
く
伺
い
た
い
。

答
　
岩
瀬
西
中
学
校
、
東
中
学
校
に
設

置
す
る
太
陽
光
発
電
は
、
各
二
〇
キ
ロ

ワ
ッ
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
年
間
四
四
万
円
程
度
の
節
約
が
図

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
　
太
陽
光
発
電
を
一
般
の
住
宅
で
導

入
す
る
場
合
、
市
で
補
助
金
を
出
す
考

え
は
あ
る
か
。

答
　
市
が
で
き
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
あ
る
の
か
、
よ
く
検
討
し
、
慎
重

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

問
　
県
の
補
助
金
事
業
だ
と
思
う
が
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
設
置
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー

の
工
事
の
事
業
を
取
り
入
れ
る
と
ど
う

な
る
の
か
。

答
　﹁
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
交
付
金

事
業
﹂
と
い
う
補
助
事
業
で
す
。

　
現
在
、
国
は
電
子
自
治
体
の
推
進
と

し
て
、
ど
こ
の
地
域
で
も
誰
も
が
通
信

で
き
る
よ
う
な
施
策
を
行
っ
て
お
り
、

高
速
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
の
導
入

を
図
る
も
の
で
す
。

問
　
こ
の
事
業
に
市
の
負
担
は
あ
る
の

か
。

答
　
市
が
負
担
す
る
の
は
、
総
事
業
費

の
う
ち
補
正
予
算
の
三
、
三
〇
〇
万
円

で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
年
度
元
利
償

還
金
の
五
〇
％
が
基
準
財
政
需
要
額
に

算
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。

そ
の
他

問
　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
中
で
い

じ
め
が
あ
っ
た
と
聞
い
た
が
、
い
じ
め

問
題
は
あ
っ
た
の
か
。

答
　
い
じ
め
に
つ
い
て
は
、
お
互
い
の

受
け
と
め
方
、
感
じ
方
が
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
い
じ
め
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こんな討論がありました

平
成
21
年
第
３
回
臨
時
会
・
第
４
回
定
例
会

　
第
三
回
臨
時
会
は
十
一
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
Ὶ
多
目
的
複
合
施
設
建

築
工
事
請
負
契
約
を
中
心
に
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
Ί

　
第
四
回
定
例
会
は
十
二
月
七
日
Ό
十
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
Ὶ
平

成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
を
中
心
に
一
般
質
問
Ὶ
人
事
案
件
Ὶ
条
例
改
正

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
Ί

　多目的複合施設建てかえにおい

て、旧真壁地域は現在、伝統的建

造物群保存地区を目指しており、

本来、景観条例と同時進行をしな

ければならない事業の一つです。

　しかし、景観条例に基づく景観

計画がいまだ作成中の段階で、伝

統的建造物群保存地区と景観計画

の整合性がとれないまま議会に諮

られるのは、建設内容が不十分で

あり反対です。

　今回の施設は、旧真壁地域の活

性化、桜川市のさらなる発展のた

めにぜひとも必要なものです。「１

日も早くつくってもらいたい」と

いうのが旧真壁町民の長年の願い

であり、多目的複合施設の建てか

えに賛成です。


